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こどもフリーパス
ホームタウンの子どもたちが、地元のプロサッカー
選手や試合に触れることで夢や感動を得られる機
会を提供する取り組みとして、「こどもフリーパス」の
発行・運用を行っております

子育て支援プログラム 
with OHARA

ジモトアイトップパートナーである株式会社オハラと
の共同プロジェクト。両社の有志メンバーでプロジェ
クトチームを組成し、協同で相模原・県央地区の子
育て環境整備に資する活動を立案、実行していきま
す

森をつなぐアクション
with アイダエンジニアリング

2024年5月 相模原市と「さがみはら津久井産材の
利用拡大に係る連携協定」を締結。環境保全のた
めの正しい知識を持ち、アクションしていくためにの
啓発活動や体験イベントを行います

フードドライブ 
supported by ギオン

トップパートナーである総合物流企業の「ギオン」
様、地元相模原のNPO法人「フードコミュニティ」様
と、食品ロス問題の解消に向けた取組みや、子育て
世帯や生活困窮世帯への食を通じた支援等を行い
ます

こども・教育

環境保全環境保全

こども・教育

ゆめサポート教室
こどもたちに夢を持つことの大切さを選手が自らの
言葉で伝えます。子供たちはきらきらした目で質問
を投げかけ、選手も学生時代を思い出しながら真剣
に受け答えしてます

こども・教育

スポーツボランティアプログラム
「ENGIN」

社会の希薄化、世帯の孤立、若者のひきこもり等の
社会課題を解決するため、試合日の運営や試合日
以外の活動を通し、人との繋がりや地域とのかかわ
りを深める取組みを行っております

ウェルビーイング

はじめに／ジモトアイプロジェクトとは

こども・教育

ホームタウンである相模原市、座間市、綾瀬市、海老名市、愛川町の社会課題の解決を行政や企業、ファンや地域住民の協力

を得ながら、中長期的かつサステナブルに向き合う取組みとして「ジモトアイプロジェクト」を始動させました。

プロジェクトの重点領域は、＜こども／教育＞・＜ウェルビーイング＞・＜環境保全＞の 3つで、この領域での新たな

社会連携活動を志向しています。

SC相模原みらい塾

地元で育つ中高校生対象の論理的かつ自律的な
思考を養うワークショッププログラム
将来、自らの頭で考えリーダーシップを発揮しなが
ら、未来を切り拓き、地元企業の進化や成長を牽引
する人材の育成を目指します
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トピックス

■試合運営ボランティア  V-STAFF
2/2（土）2026年の明治安田J2・J3百年構想リーグのホームゲーム初戦が行われまし
た。今シーズンより、ホームゲームボランティア活動もスポーツボランティアの一環として
ジモトアイプロジェクトとなりました。
ホームゲームでは、ボランティアスタッフであるV-STAFFのみなさんに毎試合多く参加い
ただいており、さまざまな場所で試合運営を支えていただいています。

■相模原市立上溝南中学校
2/13（金）上溝南中学校にて、瀬沼アンバサダーとフロントスタッフが夢授業を実施しまし
た。瀬沼アンバサダーは母校凱旋であり、サッカーで身体を動かしたあと、夢に近づくため
に取り組んだことや自身の経験や考えを踏まえて、生徒の皆さんへ伝えました。生徒の皆
さんはもちろん、先生たちからも質問や意見がたくさん出て、とても有意義な時間となりまし
た。

 こども /教育   ゆめサポート教室／職業講話 ウェルビーイング   ホームゲームボランティア活動
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■第20回綾瀬市サッカー協会フェスティバル
2月15日（日）に第20回綾瀬市サッカー協会フェスティバルの開会セレモニーにガミティ
と取締役の小西展臣が出席し、選手達へ激励を送りました。
ガミティはキックインセレモニーにも参加、会場を盛り上げました。

 その他   ホームタウン活動

トピックス　

 こども /教育   ゆめサポート教室／職業講話

■相模原市立田名中学校
2/13（金）田名中学校にて、職業講話を実施しました。SC相模原についてや働くことの
意義、中学校時代に必要なことなどを話させていただきました。
生徒からも沢山の発言が飛び交いとても有意義な講話となりました。



66

 こども /教育   スタジアム託児室

トピックス

■綾瀬市立綾北小学校
2/19（木）に綾瀬市立綾北小学校にてフロントスタッフが、ゆめサポート授業を行いました。
小学5年生の約80名の児童と一緒に、1限目ではサッカーで身体を動かした後に、2～4限
目では「夢や好きなことを持つ大切さ」についての内容で講話をさせていただきました。

■スタジアム託児室／子育て支援プログラム  with OHARA
昨シーズンに続き、明治安田J2・J3百年構想リーグ期間も株式会社オハラ様・和泉短期
大学様と協働でホームゲーム時にスタジアム託児室を開設することとなりました。今年も
子どもも楽しい、親も試合を楽しめるスタジアム託児室を運営していきます。

 こども /教育   ゆめサポート教室／職業講話
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ジモトアイプロジェクトにおける社会連携

株式会社ギオン、 NPO法人フードコミュニティ、

SC相模原3社によるフードロス削減、こども食堂

支援に関する協定締結

相模原市、SC相模原による「さがみはら津久井

産材の利用拡大に係る連携協定」を締結

株式会社オハラ、学校法人和泉短期大学、 SC相

模原の3社によるスタジアム託児室に関する合意

書の締結

行政、企業、地域の団体等と連携を行い、サステナブルにプロジェクトを推進
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ジモトアイパートナー

ブックオフグループホールディングス株式会社

株式会社エス・エス

JA相模原市 東邦電子株式会社

岩井機械工業株式会社テック・ソリューション株式会社 YM交通株式会社

有限会社ケミカル電子株式会社ホンダカーズ神奈川西 株式会社アキュアリンク

株式会社プラス・ワン 株式会社ほねごり 油研工業株式会社 株式会社横浜シミズ



10


